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日

常

䣍

軽

い

運

動

を

し

た

だ

け

な

の

に

脈

が

抜

け

た

よ

う

な

不

自

然

な

動

悸

や

軽

い

胸

痛

を

感

じ

た

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

こ

う

し

た

症

状

は

不

整

脈

と

呼

ば

れ

䣍

前

述

の

よ

う

な

䣓

期

外

収

縮

䣔

と

呼

ば

れ

る

一

般

的

な

症

状

か

ら

䣍

心

筋

梗

塞

や

脳

梗

塞

と

い

䣬

た

重

篤

な

症

状

を

引

き

起

こ

す

こ

と

も

あ

る

複

雑

な

病

気

で

す
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例

え

ば

䣍

脈

拍

が

毎

分

五

十 
回

未

満

と

い

䣬

た

䣓

徐

脈

性
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整

脈

䣔

の

場

合

䣍

あ

ま

り

に
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が

遅

け

れ

ば

め

ま

い

を

起

こ
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た

り

失

神

し

た

り

す

る

こ

と
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あ

る

た

め

䣍

ペ

䤀

ス

メ

䤀

カ
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で

人

工

的

に

脈

拍

を

作

る

必
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が

あ

り

ま

す

䣍

一

方

䣍

同

じ
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整

脈

で

も

脈

拍

が

速

く

な

る
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頻

脈

性
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脈
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死
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あ
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症

状

で
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が
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が
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ぎ
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が
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攣
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こ
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室

性

頻

脈

䣔
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䣓

心

室

細

動

䣔

と

呼

ば

れ

る

状

態

を

引

き

起

こ
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と

䣍
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わ

ゆ

る

ポ
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が
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転

し
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に

な
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た
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血

液
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り

䣍

血

圧

は

ど
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が
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が
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齢
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䣎
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を
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䣎

酒

量
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多
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房

細

動

に

な

り

や

す
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で

節
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も
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が
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を
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を

な
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□
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イ
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剤
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頭

皮
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質

に

あ

䣬

た

ス

タ

イ

リ

ン

グ

剤

が

見

つ

か

ら

な

い 

 

こ

ん

な

方

の

た

め

に

作

ら

れ

た

新

感

覚

の

ス

タ

イ
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ボ
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䣻
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䣹
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ス

キ

䣺

ル
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ク

リ

䤀
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䣔
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䣍

頭

皮

の

ト

ラ

ブ

ル

を

気

に

す

る

こ

と

な
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地

肌

か

ら

髪

ま

で

塗

布

で
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ま

す

䣎

だ

か

ら

ケ

ラ

チ

ン

蛋

白

の

力

で

髪
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根

元

か

ら
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ん

わ

り

ボ
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椿
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潤
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鉛
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䣻
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䣻
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古

の

歌

集
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あ

り

䣍
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本

で

最

も

愛

さ

れ

て

い

る

歌

集

の

䣓

万

葉

集

䣔

䣎

こ

の

中

に

は

お

そ

ら

く

皆

様

の

心

に

残

䣬

て

い

る

歌

が

い

く

つ

も

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

䣯

う

か

䣎

䣓

万

葉

集

䣔

と

い

う

書

名

の

意

味

は

䣍

万(

よ

ろ

ず)

の

言

葉(

こ

と

の

は)

の

集

と

か

䣍

万

世

の
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遠

い

昔

か

ら

の

歌
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収
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䣍

永

久
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栄

え

て

い

く

集)

の

二

つ

が

有

力

な

も

の

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す
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作

歌

年

代
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い

こ

と

䣍

歌

わ

れ

た

地

域

や

素

材

䣍

思

想

が

広

範

な

こ

と

䣍

名

歌

が

多

く

収

録

さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

で

高

く

評

価

さ

れ

て

き

た

䣓

万

葉

集

䣔

は

䣍

全

二

十

巻

か

ら

な

り

䣍

約4
5
0
0

首

も

の

歌

が

納

め

ら

れ

て

い

ま

す

䣎

こ

の

よ

う

な

膨

大

な

数

の

歌

を

䣍

一

体

誰

が

い

つ

ご

ろ

ま

と

め

た

の

で

し

䣯

う

か

䣎
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者
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し

て

は

䣍

立

花

諸

兄(6
8
4

䦅7
5
7
)

䣍

大

伴

家

持(7
1
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䦅7
8
5
)

な

ど

の

名

が

挙

げ

ら

れ

て

い

ま

す

が

二

十

巻

総

て

が

一

度

の

編

集

で

完

成

し

た

と

は

考

え

に

く

く

䣍

何

人

か

の

手 

で

䣍

数

年

の

歳

月

を

経

て 

成

立

し

た

も

の

と

考

え

ら 

れ

て

い

ま

す

䣎

ま

た

編

纂 

の

年

代

は

奈

良

時

代

末

頃 

で

数

回

の

手

直

し

が

加

え 

ら

れ

た

よ

う

で

す

䣎 
 

一口メモ            

                           
いきいきライフのためにいきいきライフのためにいきいきライフのためにいきいきライフのために    ----温泉、入浴の効用温泉、入浴の効用温泉、入浴の効用温泉、入浴の効用    2222    

    
    「温泉療法」は、地下の天然産物である温泉水、天然ガス、泥状

物質などを利用する療法のほか、温泉地の気候や自然環境も含めた転

地気候療法も含まれます。健康づくりにはバランスの取れた休養、運

動、栄養が必要ですが､温泉療法はこの三つの要素を統合したような

ものです。都会の喧騒を離れて非日常の世界に身を置き、心身ともに

リラックスするのが温泉ウェルネスです。 

 では、温泉ウェルネスの効用に関してのエビデンス（科学的証拠）

についてご紹介いたします。感性スペクトラム分析法という方法によ

る脳波測定で入浴前後でのストレスの度合い・喜び・悲しみ・リラク

ゼーションの度合いの四つの感情因子を数値化、視覚化してみると､

入浴後ではストレスがずっと少なくなるという報告があります。また

脳波を測定してアルツハイマーの傾向がある人４人に一日一回 20～

30 分入浴させると共に毎秒 1.5～２ｍの水量をかけると脳波に示さ

れたアルツハイマーの傾向が正常に戻ることも確認されています。 
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